
第 9回 

 

2022 年度 助成校決定！！ 

 

公益社団法人日本ユネスコ協会連盟は、アクサ生命保険株式会社の協力を得て、地域の重要な

防災・減災拠点となる学校の「防災・減災教育」を推進する標記事業を実施しています。 

本プログラムは、次の3 つの支援（機会）を提供します。 

①学校への助成金支援（1校につき 10 万円） 

②教員研修会（気仙沼市で開催） 

③活動報告会・減災教育フォーラム（東京都で開催予定） 

これまで参加いただいた先生方からは、研修内容は他では経験できないものとして大変好評を

いただいております。 

昨年度に続き多くの応募をいただきましたが、審査会による厳正なる審査の結果、別紙のとお

り、2022 年度の助成校 26校が決定しました。 

地震、津波災害以外にも豪雨・土砂災害など、さまざまな災害リスクが全国各地で高まる中、

各学校における防災・減災教育に対する意識の高まりを感じます。 

本プログラムのホームページ（https://www.unesco.or.jp/gensai/）（ユネスコ 減災で検索）で

は過去の助成校の実践活動報告をご覧いただけます。（下記QR コードからもご覧いただけます。） 

 

各ユ協・クラブの会員の皆さまには、地域の学校の防災・減災教育の取り組みをホームページ

等でご覧いただき、地域と学校が協働して防災・減災教育活動を行うことができるよう、ご支援

をいただけたら幸いです。 

（日本ユネスコ協会連盟 企画部 減災教育担当） 

https://www.unesco.or.jp/gensai/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都道府県 学校名 ①実践活動テーマ/②防災・減災教育に取り組む背景 

北海道 函館市立えさん小学校 

① 地域と学校が一体となって取り組む防災・減災教育 

② 
活火山である恵山の噴火による噴石・火山泥流・火砕流などの危険性。過去の噴火では
地域が大きな被害を受けた。 

北海道 北海道静内高等学校 

① 『新ひだか町（学校周辺地域）防災・減災プロジェクト 2022』 

② 
過去に台風被害や北海道胆振東部地震で被災した地域。地震による津波の危険性も高
い。 

岩手県 釜石市立双葉小学校 
① 地域の災害を理解し、自らの命は自分で守る子どもの育成 

② 地震による津波の逆流や大雨による河川氾濫、土砂崩れの危険性が高い。 

宮城県 石巻市立桃生中学校 

① 一人一人の命の尊さを知り・考え・尊重し・自らよりよい社会づくりに参画する 

② 
台風・豪雨により北上川の氾濫、浸水の危険性が高い。2019年の台風 19号で大きな被
害を受ける。 

宮城県 気仙沼市立条南中学校 
① 新しい津波浸水想定に対処した、避難行動・避難計画の再構築 

② 津波による浸水の危険性が高い。東日本大震災時、津波の被害を受けた。 

宮城県 宮城県気仙沼向洋高等学校 
① 防災教育ブラッシュアップ 

② 東日本大震災で甚大な被害を受けた地域。地震による津波の危険性が高い。 

宮城県 宮城県多賀城高等学校 
① つなぐ伝災活動～「津波伝承まちあるき」と「東日本大震災メモリアル day」～ 

② 東日本大震災時は都市型津波が発生し大きな被害を受けた。 

山形県 酒田南高等学校 
① 「自分ごと」の防災学習～コースの特色を生かした防災意識を高める学習～ 

② 災害が少ない地域であるが、台風や豪雨災害や地震のリスクが高まっている。 

福島県 只見町立只見中学校 
① 地域防災合同訓練における生徒の関わりについて 

② 2011年新潟・福島豪雨により甚大な被害を受けた。日本有数の豪雪地帯でもある。 

福島県 猪苗代町立猪苗代中学校 

① 猪苗代中学校新校舎施設と地域防災の関わりについて（自助、共助、公助を学ぶ） 

② 
磐梯山など活火山による火山被害の危険性や台風・豪雨による河川氾濫の危険性が高
い。 

福島県 福島県立白河高等学校 

① 白河市における東日本大震災からの復興～高校生による地域連携の実践を踏まえて～ 

② 
東日本大震災時、大規模な土砂災害が発生した。台風・豪雨による土砂災害の危険性も
高い。 

茨城県 取手市立戸頭中学校 

① 
様々な変化に対応し、課題を解決しようとする態度の育成～福祉教育・防災教育・平和教
育の視点から生命を大切にする意義を考える～ 

② 
地震が頻発する地域。利根川氾濫により洪水被害も受けた。近隣に原子力発電所があ
り東日本大震災時は放射能物質の飛散の被害を受けた。 

東京都 北区立なでしこ小学校 
① 志茂防災メッセンジャーになろう！！ 

② 地震が起きた際の倒壊、火災などの危険性や台風・豪雨時の水害の危険性が高い。 

新潟県 魚沼市立広神中学校 
① 地域に学ぶ、「防災」と「食」 

② 2004年の中越地震で甚大な被害を受ける。土砂災害や河川氾濫の危険性も高い。 

 

 

 

 

 

（別紙） 

【2022年度 助成校２６校】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都道府県 学校名 ①実践活動テーマ/②防災・減災教育に取り組む背景 

新潟県 新潟市立内野中学校 

① SDGs11「いつまでも安心して住み続けられるまちづくり～内野DEまちづくり～」 

② 
日本海まで 1㎞、越後平野に位置し地震による津波の危険性が高い。日本海佐渡沖の
断層の活発化も想定される。 

長野県 長野県松本深志高等学校 
① 

高校生が企画する自校避難所開設マニュアルづくりワークショップと防災教育への 
応用 

② 糸魚川・静岡線上に位置する活断層上にあり地震の危険性が高い。 

静岡県 浜松市立砂丘小学校 
① 子供の主体性を育てる「新しい避難訓練」をめざして～地域とともに～ 

② 海岸に面した地域。南海トラフ地震発生時の津波被害の危険性が高い。 

静岡県 静岡市立清水飯田中学校 

① 自助・共助の意識を高め、防災・減災を通して地域に貢献する生徒の育成 

② 
山間部に近く、台風・豪雨による河川氾濫、洪水の危険性を抱える。2014年台風18号に
よる浸水被害を受けた。 

大阪府 関西学院千里国際高等部 

① 未来の社会をつくる資質・能力を育む－防災・減災の知識を基盤に－ 

② 
阪神淡路大震災、2018年大阪府北部地震の被害を受ける。南海トラフ地震も想定され
る。 

大阪府 建国高等学校 

① 
生徒による「外国人向け防災パンフレット作成」と被災時の受け入れ体制の構築及び、地
域住民との合同避難訓練の実施 

② 
大和川の氾濫や、阪神淡路大震災、大阪北部地震でも被災した。南海トラフ地震も想定
される。 

奈良県 奈良教育大学附属中学校 
① 私たちの町「奈良」を守り続けるために、今何が必要か？ 

② 地震、落雷や地震後の火災などによる文化財の倒壊や破損の危険性がある。 

岡山県 岡山市立操南中学校 
① 地域や専門機関と”つながり合う”防災学習プログラム 

② 干拓地であり地盤も弱く、台風などにより水害の危険性も高い。 

愛媛県 愛媛県立松山工業高等学校 
① 

地域を守る未来プロジェクト Save Our Future～地域防災×SDGs災害に強く、住み続け
ることができる地域づくりを目指して～ 

② 2018年の西日本豪雨で土砂災害が起きた。南海トラフ地震も想定される。 

福岡県 福岡市立春吉中学校 
① 地域の実態に応じた減災活動 

② 那珂川の河川氾濫や高潮の危険性が高い。 

福岡県 大牟田市立宮原中学校 
① 地域とつながり、地域とともに学ぶ防災・減災教育 

② 2020年の豪雨では浸水被害、土砂災害を受けた。 

沖縄県 竹富町立西表小中学校 
① 地域と共に歩む防災教育 

② 台風による被害が多い。洪水・津波による被害も想定される。 

 

 

 

 

 


